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トラブル防止のための８大ポイント

１．他人の悪口は

２．他人のプライバシーの投稿は

３．立場上知り得た秘密の投稿は

４．違法行為・嘘・性的な内容は

５．完全な「匿名投稿」はない

６．投稿を削除しても拡散される

７．誤解を招く表現でないかチェック

８．自分の常識が他人の常識とは限らない

誰かを傷つける投稿は全部ダメ！
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自分の情報の不用意な投稿にも要注意ワンポ
イント

写真や動画から
特定されることも



ソーシャルメディアって？

利用者がインターネット上で情報発信するためのメディア

LINE、Instagram、Facebook、
X、YouTube、TikTok、ブログ、
電子掲示板 など

ソーシャルメディアの危険性

代表例

「炎上」などのトラブルが起きる

軽い気持ちで
投稿したら…

ひどい！

お前が悪い

犯罪じゃない？

一度投稿した情報は完全に取り消すことが困難

削除

保存スクショ
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攻撃
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１．法令遵守
各種法令を遵守してください。違法な行動を撮影して投稿し、
摘発されたケースもあります。SNS上の闇バイト募集にも、
絶対に応募しないよう注意してください。

２．各種権利の尊重
基本的人権、著作権、肖像権、商標権など、他人の権利や利
益を不当に侵害しないよう、注意してください。
安易になんでも撮影しないでください。例）名簿、実習記録、他人の顔

３．守秘義務の遵守
アルバイト先や実習先などで、立場上知り得た秘密や業務情
報などは、投稿しないでください。

４．正確な情報の発信
嘘や誇張、誤解を招くような投稿はしないでください。誤り
が判明した場合は速やかに訂正しましょう。

５．他者への敬意
一人ひとりが他者への敬意や配慮をもって投稿することで、
多くのトラブルが未然に防げます。

６．誠実な対応
自分の投稿によりトラブルが発生した場合は、責任をもって
誠実に対応してください。

７．健科大の一員という自覚
個人的な投稿のつもりでも、健科大全体のイメージを左右す
ることがあります。また、投稿者やその居場所が特定され、
ストーカーなど悪意の標的となる場合もあります。
自覚と責任を持った投稿を心がけてください。

ソーシャルメディア利用の 基本原則



トラブル事例集～こんなことにならないために～

※一般的な事例です

Case1
実習先への不満を、施設名や個人名を挙げて
投稿し、実習先とトラブルに

今週は××病院で実習
指導役の△△っておばさんが
超コワイ笑
担当患者の○○ちゃんは顔が
好みだったからラッキーｗｗ

実習中の
写真

この人18歳じゃない？

○○大学ヤバイ

あの子実は○○らしいよ

えー意外～

Case2
新入生歓迎会で、２０歳未満に飲酒させた動画
を投稿して大炎上

Case3
友達のプライベートな写真や秘密を、許可なく
投稿して友人間のトラブルに


